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【背景】
内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）は大腸の腫瘍性病変に対し広く応用されつつあるが、近年
様々な治療機器の開発や手技的な工夫が行われている。安全性を確保し治療成績を向上させ
るためには至適な治療デバイスを選択することが重要である。
【目的】
屍体ブタ大腸を用い、ex vivoによりバイポーラデバイスとモノポーラデバイスの凝固深度
の組織学的検討を行った。また、臨床においては大腸 ESD における両デバイスによる治療成
績を比較検討した。
【対象】
2008 年 8 月から 2011 年 9 月までに当院において大腸 ESD を連続で施行した大腸腫瘍 125
例を対象とした。尚、125例はすべて同一術者が行った。
【方法】
バイポーラデバイスは B-knife○Ｒ（ICC200 ; ENDOCUT : Effect 3, 50W, FORCED : 30W)を、モ
ノポーラデバイスは Dual Knife○Ｒ（ICC200 ; ENDOCUT : Effect 3, 30W, FORCED : 30W) を使用
した。前半 45 例をバイポーラ群、その後の 80 例をモノポーラ群とした。それぞれの対象病
変における年齢、性別、肉眼型、腫瘍径、切除径、占居部位、術時間、偶発症、一括切除率、
単一デバイスによる完遂率について検討した。
【結果】
屍体ブタ大腸を用いた、出力 30-50W使用下のバイポーラ、モノポーラ各群 4例の病理組織
学的検討では、モノポーラ群は全例 3 秒以内の通電で穿孔を認めた。モノポーラ群では全層
性に変性が見られるのに対し、バイポーラ群では 3 秒以内で穿孔を認めたものは 1 例のみで
あり、後者では粘膜表層部で熱変性が強い傾向が見られた。
臨床的検討では、バイポーラ群、モノポーラ群における年齢、性別、肉眼型、占居部位、
切除径に差はなかった。単一ナイフ完遂率はそれぞれ 55.6%、91.3%でバイポーラ群に比べ、
モノポーラ群で有意に単一ナイフ完遂率が向上した。術時間の平均はそれぞれ 106 分、78 分
であり、モノポーラ群で術時間は有意に短縮した。なかでも 2時間を越える症例が 31 例あっ
たが、この内に占めるモノポーラ群はバイポーラ群に比べ有意に少なかった。偶発症として
の穿孔は、モノポーラ群が 2例、バイポーラ群が 1例であり、両群間に優位な差はなかった。
【結論】
バイポーラデバイス（B-knife○Ｒ）は電気特性上、安全性が高いが術時間は長時間を要した。
モノポーラデバイス（Dual Knife○Ｒ）は、バイポーラデバイスでは長時間を要する比較的大きな
病変に対して術時間の短縮が得られた。
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